
御嶽山火山防災マップ （令和７年１２月１日現在） ○御嶽山は活火山です。

概ね過去１万年以内に噴火した火山および現在活発な噴気活動のある火山

を「活火山」と定義しています。

御嶽山では、1979（昭和54）年噴火以前の歴史記録に残る噴火は発見されて

いませんが、山頂南西の地獄谷における噴気活動は、最近数百年間は継続し

ています。

1979年の剣ヶ峰の南側で水蒸気噴火が発生して以降、1991年、2007年にもごく

小規模の水蒸気噴火が発生し、2014年９月27日に水蒸気噴火が発生しました。

○御嶽山の活動状況をチェックしましょう。

御嶽山等の活火山には火山活動の状況を噴火時等の危険範囲や避難等の必

要に応じて５段階（レベル１～５）に区分した噴火警戒レベルが導入されています。

御嶽山に入山する際にはレベルの段階に関わらず、気象庁等からの情報に常

に注意しましょう。

噴火に備えて

＜噴火警戒レベル＞

○立入禁止や避難に関する情報に従ってください。

御嶽山の火山活動が活発化した際は、噴火警戒レベルに応じて、市町村では

立入を禁止する区域を設定したり、避難に関する情報を出しますので、その内容

に従ってください。
・ レベル１：状況に応じて、立入を禁止する区域の設定
・ レベル２、３：立入を禁止する区域の設定
・ レベル４：高齢者等避難の発令
・ レベル５：避難指示の発令

・登山計画書（登山届）は必ず提出しましょう。

・入山前には、噴火警戒レベルを市役所、町村役場、及び気象庁ホーム

ページなどで確認しましょう。

お願い

凡例に示す火山現象

噴石
噴火に伴って、火口から吹き飛ばされ

る固形物で、時には、火口から数km程

度まで飛散することがあります。大きさ

により、風の影響の程度が違い飛散範

囲が大きく異なることから、気象庁では、

「弾道を描いて飛散する大きな噴石」と

「風に流されて降る小さな噴石」に区別

しています。

火砕流
火山灰や岩塊、火山

ガスや水蒸気などが一

体となって急速に山体を

流下する現象です。時

速数十kmから数百km

で流れることが多く、温

度は数百度にも達しま

す。

融雪型火山泥流
雪が山頂付近に積

もっている時期に噴火

に伴い高温の火砕流

などが発生すると、そ

の熱により雪が融け、

土砂、火山灰等と一緒

になって斜面を高速で

流れ下る現象です。

火砕サージ
火砕流の先端や周辺

では、熱い空気や火山

ガス等の気体と、火山

灰等が混じって高温・高

速の流れとなります。密

度が小さく、地形の影響

を受けにくいため、火砕

流の本体よりも遠方ま

で到達します。

【噴火警戒レベル４・５】

火砕流、火砕サージ（2000年 三宅島）噴石（1983年 三宅島）

予報
警報

対象
範囲

火山活動時の状況
住民等の行動
及び登山者・入
山者への対応

5 避難

居住地域に重大な被
害を及ぼす噴火が発
生、あるいは切迫して
いる状態にある。

危険な居住地
域からの避難
等が必要。

4 高齢者等避
難

居住地域に重大な被
害を及ぼす噴火が発
生すると予想される
（可能性が高まってき
ている）。

警戒が必要な
居住地域での
高齢者等の要
配慮者の避難、
住民の避難の
準備等が必要。

火
口
か
ら
居
住
地
域

近
く
ま
で

3 入山規制

居住地域の近くまで
重大な影響を及ぼす
（この範囲に入った場
合には生命に危険が
及ぶ）噴火が発生、あ
るいは発生すると予
想される。

住民は通常の
生活。状況に応
じて要配慮者の
避難準備等。
登山禁止・入山
規制等、危険な
地域への立入
規制等。

火
口
周
辺

2 火口周辺
規制

火口周辺に影響を及
ぼす（この範囲に入っ
た場合には生命に危
険が及ぶ）噴火が発
生、あるいは発生す
ると予想される。

住民は通常の
生活。
火口周辺への
立入規制等。

噴
火
予
報

火
口
内
等

1 活火山である
ことに留意

火山活動は静穏。
火山活動の状況に
よって、火口内で火山
灰の噴出等が見られ
る（この範囲に入った
場合には生命に危険
が及ぶ）。

状況に応じて火
口内への立入
規制等。

噴火警戒レベルと
キーワード

噴
火
警
報

居
住
地
域
及
び
そ
れ
よ
り
火
口
側

火
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凡例

想定火口領域 避難所

水蒸気噴火時の大きな噴石の到達想定範囲 一時集合場所

マグマ噴火時の大きな噴石の到達想定範囲 福祉避難所

火砕流の到達想定範囲 ヘリポート

火砕サージの到達想定範囲 レベル４以上通行不可(道路)

融雪型火山泥流の到達想定範囲 レベル５(積雪期)追加通行不可(道路)

地理院地図

火山現象の規模・影響範囲について
○火砕流・火砕サージ

噴出量 １０００万㎥

○融雪型火山泥流

積雪量１６５ｃｍ（年間最大積雪量の平均値）

（補足）

この地図は、御嶽山の噴火実績を参考に想定した範囲を示したもの

で、実際の噴火は、これより大きくも小さくもなる可能性があります。

一回の噴火で全ての方向に火砕流や融雪型火山泥流が流下する

わけではありません。

越

黒沢

八海山
田の原

木曽町道鹿ノ瀬線

木曽町道屋敷野線

野口

九蔵

中越

＜レベル４以上の防災対応＞
●閉鎖施設

黒沢口御嶽神社頂上祈 祷所及び社務所、二ノ池山荘、覚明堂、石室山荘、女人堂
行場山荘、王滝頂上避難施設、二の池ヒュッテ、御嶽神社頂上社務所、五の池小屋

開田高原マイ アスキー場、御岳ロ ープウェ イ、田の原遙拝所

田の原社務所、田の原ビ ジターセン ター、御嶽スキー場
胡桃島キャン プ場、濁河温泉、御嶽濁河高地トレーニン グセン ター

●立入禁止登山道

全ての登山道：登山道入口から
●通行止道路

木曽町

・木曽町道 鹿ノ瀬線(木曽町三岳木曽温泉前)～町道屋敷野線(木曽町三岳不易の滝入口)
王滝村

・村道41号線(王滝村八海山～王滝村田の原)

岐阜県
・県道435号線(下呂市小坂町落合～高山市朝日町胡桃島)

・県道441号線(下呂市小坂町落合～下呂市小坂町落合鈴蘭口)

・県道463号線(高山市高根町日和田～高山市高根 町留之原)

＜レベル５(積雪期)で追加となる防災対応（通行止道路）＞
長野県

・県道20号線(木曽町開田高原越～木曽町三岳黒沢)
・県道256号線(木曽町三岳大島～木曽町三岳黒沢)

・県道473号線(木曽町三岳羽入～木曽町三岳屋敷野)

・県道486号線(王滝村中越～王滝村氷ヶ瀬)
木曽町

・町道 鹿ノ瀬線(木曽町三岳木曽温泉前)

～町道屋敷野線(木曽町三岳不易の滝入口)
・県道20号線から火口側に接続する 町道

王滝村

・村道41号線(王滝村八海山～王滝村田の原)
・村道1号線(王滝村中越～王滝村崩越)

・村道124号線(王滝村中越～王滝村野口)

・村道29・42号線(王滝村小川)
・村道44号線(王滝村小川～王滝村小川)

・村道38号線(王滝村氷ヶ瀬～王滝村滝越)

・村道68号線(王滝村中越～王滝村中越)
岐阜県

・県道435号線(下呂市小坂町落合～高山市朝日町小瀬ヶ洞)

・県道437号線(下呂市小坂町落合～下呂市小坂町小坂)
・県道441号線(下呂市小坂町落合～下呂市小坂町小坂)

・県道463号線(高山市高根町日和田～高山市高根 町留之原)

大島

羽入

崩越

県道256号線

県道486号線

王滝村道1号線

王滝村道41号線

王滝村道38号線
氷ヶ瀬

滝越

県道435号線

木曽町道2-13号線

高山市道    線

下呂市道 落合14号線

高山市道 西洞線

下呂市道 落合12号線

不易の滝入口

木曽温泉前


